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1 は じ め に

近年,食鳥検査制度が導入され,腹水症が原因で全廃棄

となるケースが少なくない。また,腹水症は冬の気温の低

い時期に多発するため低温寒作が重要な要因と考えられて

いる・ ′)が ,一定した見解は得られていない。

そこで本研究では,試験 1で発育初期温度が,試験 2で

は質的制限給餌,ま た,試験 3では量的制限給餌及び制限

量が腹水症発生及び経済性に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

各試験の方法及び供試羽数を表 1に示 した。各試験とも

基礎飼料として,餌付けから3週齢時までは市販のプロイ

ラー前期用飼料 (ME3,Ollllkca1/kg,CP23%以 上),4
週齢時から7週齢時まではプロイラー後期用飼料 (ME
3,150kca1/kg,CP18%以 上), 8週 齢時にはプロイラー

表 1 各試験区分及び供試羽数

<試験1>

2   中 温 (35℃ )

3   低 温 (32℃ )

注 1)1温度はブルーダー中心温度

試験期間 :1991年 12月 3日 ～1月 27日 (8週間)

<試験2>

区 制 限 期 間
全期間プロイラー飼料給与  62羽 X4反復×2(性 )

2週齢時に中雛用飼料給与 )     ″

4週齢時   ″         ″

6週齢時   ″          ″

注 1):中雛用飼料 :ME2,770kca1/kg CP17%
試験期間 :1992年 10月 21日 ～12月 17日 (8週間)

<試験3>

区 給与時間 制 限 期 間 羽

休薬用飼料 (ME3.150kca1/kg,CP18%以 上)を給与 し

た。へい死鶏はすべて解剖し,腹部に腹水の認められたも

のを腹水症とし,腹水症発生率は餌付け羽数に対する百分

率とした。

3 試験結果及び考察

<試験 1> 腹水症発生率及び心臓重量比を表 2に示 し

た。雄について,全期間の腹水症発生率が 2, 3区で高 く

なる傾向を示した。また,発生時期は5週齢以降に多 く見

られた。

増体量は発育初期温度の低い区で制限される傾向を示し

た。その影響は,雄で 5週齢時まで残り,最 も初期温度の

低かった 3区にその傾向が強く認められた。

表 2 腹水症発生率 (%)

各 週 齢 発 生 率
計性区

1

♂ 2

3

040   079    1 59
040    1 98   3 18

0      159   437

238   5 16
1 19   675
238   833

1     0

♀ 2   0
3     0

040   0      040   079    159
0      040   080   079    159

1 19   0      079    1 98

数羽

<試験 2> 試験 2の腹水症発生率を表 3に示した。雄

については,発育中期,後期に制限を加えることで若千腹

水症発生率が低下する傾向が見られた。また,発育前期に

飼料制限を行った区は,1区 との差がないことから制限解

除後の代償性発育による急激な増体が腹水症発生の原因と

なったと思われる。

表 3 腹水症発生率 (%)

性区 4週齢 5週齢 6週齢 7週齢 8週齢  計
1 64   2 46

082  246
041   205
041   123数

1  0   041

♂ :::
4    0    0

0   041
041   1 23

0     1 64

082   0

中 温 (35℃ )

24時間
3時間
6時間
3時間
6時間

62羽 ×4反復×2(性 )

4～5週齢時      ″

6～ 7週齢時      ″

0     2 05Al,  041   246・
2)

041   0  8    0     041`b
0     0  B    0     000°

0     041A3   041   082'j

1     0     0

2     0     0

3     0     0

4     0     0

注 1):縦列異符号間 :p<1%
2):縦列異符号間 :p<5%注 試験期間 :1998年 12月 22日 ～2月 17日 (8週間)
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試験 2の経済成績を表 4に示 した。IIEについて腹水症の

発生低下がみられた3, 4区で 1区と同等かそれ以上の成

績を示したため問題はないと考えられたが,雄については
,

粗収益,経済指数及び収益指数で劣る傾向を示した。一般

に腹水症は雄に強く現れるため制限給餌方法の検討が必要

と思われた。

試験 3の経済成績を表 6に示 した。雄雌ともに4～ 5週

齢の発育中期に1日 に6時間だけの制限給餌を行った3区

が,飼料費,粗収益,生産指数,収益指数のいずれも優れ

る傾向を示 した。これらは,飼料要求率が優れたこと及び

育成率が向上 したことが原因と考えられた。

表 4 経済成績

30338     874     2623   2980     3245
316 7AB    89 8     257 8   285 7     317 2

3237A     91 8     2595   2792     3286
3044B     10373   1634・    1837・ 6)

330 5A     l15 6・    1237B   175 1b

2870B     996B   1679A  1839・
29823    10358    160 1A   171 lb

注 1)1粗収益=売_L(204/と 体lkg)
―ヒナ費(87/育成率×100)― 飼料費

2):生産指数=

3):収益指数=

刈 ∞

出荷体重X出荷単価―飼料消費量X飼料単価

249

2  3028B    89 3AB   214 2BC  282 1。    2399
♂  3  241 0C    673C    2958A   3185'   2755

4   327 1A    94 1A    2086C   2703b   2438

5   3268A    927A    217 8BC  284 1。    2583
1   292 4AB   94 7B    168 8B   282 9・    2253・ b

2  279 8BC  97 53    144 2BC  231 2`。  2054・・・

♀  3  2229D   748C    2170A   251 9'   2300'
4  2956A    1049A   1228C   212 5°    1920・

5  2769C    975'    136 4BC  225 7b   194 7b`

注 1):粗収益=売上(204/と体lkg)

―ヒナ費(87/育成率×lllll)― 飼料費
2),3):表 4の計算方法と同様
4):縦列異符号間 :p<1%
5):縦列異符号間 :p<5%

4 ま と め

発育初期温度が,低温になるにつれて腹水症の発生率が

上がったことから,低温寒作は腹水症の発生要因の一つで

あると考えられた。

また,制限給餌は発育中期から後期に行 うことにより腹

水症発生に抑制的に働くと考えられた。しかし,質的な制

限給餌で経済面で不利となったため,急激な増体を示す 4

～ 5週齢の発育中期に6時間程度の量的な制限給餌を行う

ことにより経済性の低下なしに腹水症を抑制する効果が示

唆された。
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♂
:

4

1

♀
:

4

2307
2378
244 1

2346

4):縦列異符号間 :

5):縦列異符号間 :

餌付け羽数
p<1%
p<5%

<試験 3> 育成率は,雄雌ともに 1区で劣る傾向がみ

られ,特に雄については制限給餌区に比べ約10%も 低かっ

た。また,増体量,飼料摂取量は雄雌ともに 1区及び 3区

が優れる傾向にあった。飼料摂取量については発育中期に

制限した2, 3区が低 く,飼料要求率の改善が認められた。

表 5 腹水症発生率 (%)

4    0      o     o      o      o      o oo

_■ _Q… _1__Ω …_0,2_Q:4_Q=塑 _
1    0      0     0      0      078   078

2    0      0    o
♂ 3 0  0 0

2     0       0     o       o

♀ 3   0    0   0    o
4     0       0     o

5     0       0     0

040   283   324
0      040   040

0      000
0      000

0      0      000
0      0      000

試験 3の腹水症発生率を表 5に示 した。雄雌ともに制限

給餌区において,1区に対 し有意な差は認められなかった

ものの腹水症発生率が低い傾向を示 した。これは,試験 2

の発育中期及び後期に制限給餌することにより腹水症を抑

制するという結果"と 一致 した。

表 6 経済成績

性区
1

性 区
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